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振込先金融機関

　　　年　　 月　　 日

□銀行（振込み手数料お客様負担）　　　　　　　□郵便局

● 開   催   要   領 ●● 開   催   要   領 ●
日 時

会 場

受 講 料

天神クリスタルビル
福岡市中央区天神４－６－７

申込方法 申込書に記入の上、ＦＡＸまたは郵送でお申込ください。
お申込み受付け次第、請求書と受講票をお送りします。
受講料は、開催日前日迄にお振込みください。

１名様につき（テキスト・昼食・消費税を含む）

2019年5月27日（月）
午前10時～午後4時30分

「『資本的支出と修繕費』の実務」（5/27）研修会申込書

●キャンセルの場合は、開催日の前営業日15時までにご連絡ください。
　（受講料ご返金の際の振込手数料はお客様負担となります。）
●代理の方のご出席もお受けいたします。
●当日欠席された場合は、返金は致しかねますのでご了承ください。

お問合せ
お申込み

121910

● 講   師   紹   介 ●

　東京国税局直税部法人課税課技術長、

課長補佐（審理･技術担当）、税務大学校教授

（法規･審査担当）、国税不服審判官（国際

課税担当）、町田税務署長等を経て、現在

税理士。

　主な著書に「具体例でわかりやすい耐用

年数表の仕組みと見方」（税務研究会）、「減価

償却質疑応答集」「50音順 耐用年数判定

早見表」（大蔵財務協会）等がある。

　減価償却制度は、減価償却資産の取得費用を各事業年度に費用配分する重要な手続きです。この点、税務上は、法人税法をはじめ
とする関係法令通達において、減価償却資産の範囲、取得価額、償却方法とその選定方法及び償却限度額から耐用年数に至るまで
詳細に規定されており、実務家が把握するべき項目は多岐に渡ります。
　なかでも、「資本的支出と修繕費」の区分判定は、最も複雑で難しく、かつ、重要な問題とされる項目です。 確かに、資本的支出に
ついては、法人税法施行令第132条において、明確に定義されています。しかしながら、 実務上、この規定を適用し、「資本的支出と
修繕費」の区分判定を行おうとすると、抽象的で、実践的ではなく、難しく感じると思います。それでは資本的支出に対する修繕費
はどうかといいますと、同じく具体的ではありません。
　そこで本セミナーでは、主に減価償却に係る実務を担う方を対象に、税務当局で長年、資本的支出と修繕費の判定等の減価償却
制度を含む法人税制の執行に携わった講師が、①資本的支出と修繕費の区分判定について、 法令・通達等を簡潔に説明したうえ
で、区分判定の重要なポイントについて解説いたします。また、②実際に税務当局と納税者との間で意見が相違した事例について、
裁決例等を取り上げながら、より具体的で、より実務的な税務調査への対応ポイントも紹介します。③講義終了後には、講師への
質問や確認も可能です。資本的支出と修繕費の区分判定は、難しく、誤りがあると大きな問題になることもあります。事前確認の
ためにも、 是非、この機会にご参加ください。
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個人情報の取扱いについて

ご記入いただいた個人情報は、商品の発送、サービスの提供に使用させていただくほか、当社がおすすめする他の商品・サービスのご案内にも
使用させていただく場合がございます。また、登録情報は厳重に管理し、第三者に開示することは一切ございません。
※ 「E-mail」 欄につきましては、受講票（QRコード付き）をメールでお送りしますので、正確にご記入いただきますよう、お願いいたします。

～減価償却のハイレベルな実務対応ポイント～

「資本的支出と修繕費」の実務

福岡
会場 5月27日（月）

３３，４８０円 ［会員：２９，１６０円］

★「通常の維持管理」と「原状回復」がポイント！
★「取替」と「補修費」は判断が分かれる？
★「使用期間の延長、価値の増加」これが境界線！
★ 20万円以上であっても、3年を超えても損金算入できる！？ 修繕費に損金経理要件は必要ない！
★ 形式基準が使えない？ やっぱり区分判定へ！ 役立つ事例満載

税理士

前原　真一 氏

～資本的支出と修繕費の相違は、まずは何をもって判断
　しますか？
・「通常の維持管理」の範囲
　【従前と同じもの】既存資産と同じ素材を使用しない場合
　であっても、価値の増加を認識する必要がなかった事例
・き損したものを現状に回復するためのものとは
・資本的支出の例示
・修繕費の例示
　【土地の原状回復】自然崩落前の状態に復旧する工事、
　法面からの雨水流出により柔らかくなった地面の強度
　回復を行った工事が、調査により資本的支出と指摘され
　たが、審判所により見直され、修繕費と判断された事例

～20万円未満ですか？
・一の修理、改良等のための費用が20万円未満の場合
　⇒修理、改良等を行う周期は3年を超えても損金算入です。
～3年以内の期間を周期として行われましたか？
・修理、改良等が3年以内の期間を周期として行われた場合
⇒金額は20万円以上であっても損金算入です。

～資本的支出と修繕費の相違の判断が不明の場合は
　どうしますか？
・金額が60万円に満たない場合
・固定資産の前期末における取得価額のおおむね10％
　相当額以下である場合
・「前期末における取得価額」をどのように考えますか？
～形式基準には、適用する順番があります。

～資本的支出と修繕費の相違の判断が不明の場合です
～金額が60万円以上、または固定資産の前期末における
　取得価額のおおむね10％相当額を超える場合に、この
　特例の適用を検討します。継続して適用する必要があり
　ます。

～資本的支出は、新規資産の取得として、圧縮記帳の対象
　となりますか？
～資本的支出は、新規資産の取得として、特別償却の対象
　となりますか？

・本体資産を除去した場合の資本的支出の処理

【建物】屋根の上に屋根全体を覆い被せた屋根カバー工法
により行った屋根の雨漏り防止工事が、資本的支出か修繕
費かで判断が分かれた事例

【建物附属設備】空調設備の一部を更新した空調設備工事
が、修繕費として認められた事例

【機械及び装置】機械式駐車設備の部品が取得時に予測さ
れた使用可能期間を超える経年劣化に起因して取り替えた
にもかかわらず、使用可能期間を延長させる効果があった
として資本的支出と判断された事例

主 な 研 修 内 容

資本的支出と修繕費の相違Ⅰ

少額又は周期の短い費用の損金算入Ⅱ

形式基準による判断Ⅲ

資本的支出と修繕費の税務調査
（資産別の事例）Ⅶ

資本的支出と修繕費の区分の特例Ⅳ

圧縮記帳、特別償却との関係Ⅴ

除去との関係Ⅵ

※研究会会員特典「無料クーポン」の対象セミナーです。
（クーポンをご利用される場合は、「税務研究会 会員専用サイト」よりお申込みください。）




